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で
っ
ち
の
的
の
燃
え
な
い
ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
な
ぜ
収
集
臼
の
十
日
前
か
ら

ご
み
が
出
る
の
で
し
ょ
う
。
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
と
気
を
つ
け
て
い
る
の
で
す
が
、
一

向
に
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
に
か
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
投
脅
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
五
月
、
自
転
車
に
乗
っ
た
小
学
生
が
、
歩
道
に
霞
か
れ
た
ご
み
に
接
触

し
、
車
道
に
転
衝
し
た
と
こ
ろ
を
ダ
ン
プ
カ
ー
に
ひ
か
れ
る
と
い
う
、
痛
ま
し
い
交
通

事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。
ご
み
の
集
積
所
は
ど
う
し
た
ら
き
れ
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
と
一
絡
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

九
事

冒
し
醐
喝

ら躍動

下
島
第
二
開
山
地
(
自
治
会
長
中
一

沼
章
博
氏
)
で
も
、
集
積
午
前
の
汚

資
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
収
婦
は
府
審
制
で
や
っ
て
い
ま
す
。

集
臼
以
外
に
総
司
ご
み
は
注
窓
す
こ
こ
の
特
徴
は
、
出
す
ご
み
に
費

ヨ
る
か
、
す
ぐ
片
付
け
ま
す
。
お
か
任
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ご

刊
げ
さ
ま
で
集
積
所
は
、
見
違
え
る
み
の
袋
に
名
前
を
脅
か
せ
る
ご
と

山
げ
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
と
、
清
掃
の
山
話
番
(
年
一
一
回
)
が

例
集
積
所
の
清
掃
も
般
番
制
て
で
き
な
い
受
口
は
、
一
回
一
千
五

ι
忘
れ
な
い
よ
う
占
」
み
当
番
。
の
百
円
払
っ
て
他
の
人
に
替
わ
っ
て

引
木
札
を
屈
し
て
い
ま
す
。
地
印
刷
が
も
ら
う
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
に
し

の
問
ら
寮
の
学
生
さ
ん
も
多
い
で
す
で
も
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
白
分

柑
が
、
順
番
に
や
っ
て
い
た
だ
い
℃
た
ち
の
手
で
を
合
い
言
葉
に
、
こ

捕
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
の
清
掃
が
続
け
ち
れ
て
い
ま
す

0

・トツカ

七
千
六
宵
聞
か
所
の
集
積
一
朗
に
集
め
る
場
所
は
、
二
千
二
百
か
も
な
り
ま
す
。
こ
の
大
部
分
を
焼

一
附
ニ
ト
九
台
の
収
集
車
で
回
り
、
却
し
、
残
り
を
埋
め
立
て
て
い
ま

こ
の
然
現
在
市
内
で
行
わ
れ
に
魚
川
昭
が
か
か
り
、
良
い
方
法
と

み
な
さ
ん
が
ご
利
用
に
な
っ
て
燃
え
な
い
ご
み
は
、
九
十
か
所
を
す
。

い

る

燃

え

る

ご

み

の

集

積

所

は

、

十

台

の

車

で

収

集

し

て

、

主

す

。

て

い

る

集

積

所

の

管

理

体

制

に

は

は

い

え

ま

せ

ん

。

自

分

自

身

が

管

…

一

住

民

一

誌

は

一

詰

計

九

日

清

鋭

諮

問

問

問

料

一

一

明

治

一

間

一

行

民

諮

問

止

弔

問

耕

一

山

一

一

警

と

な

づ

て

い

ま

す

。

で

収

集

書

真

、

燃

;

し

ご

み

が

残

主

い

よ

う

、

撃

や

竹

大

切

で

す

。

の

0

5

2

っ
て
い
た
だ
き
た

一
こ
の
よ
う
に
、
燃
え
る
ご
み
の
き
一
十
六
ト
ン
で
一
一
十
九
台
霊
長
寿
語
、
燃
え
る
ご
み
、
皇
室
主
に
備
え
異
体
的
に
い
う
と
、
薬
害
ご
@
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
も
の
い
と
思
い
ま
す
。

一
集
積
所
は
六
千
六
票
所
、
燃
え
り
ま
す
。
大
き
さ
に
す
る
と
、
河
司
会
一
か
所
平
均
約
八
十
キ
ロ
マ
て
、
表
白
し
て
い
ま
す
。
出
す
人
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
制
ご
近
所
の
お
耳
寄
り
な
ど
が
撃

一
な
い
と
み
の
薬
害
は
一
千
か
所
方
の
ご
み
で
七
霊
カ
れ
に
も
な
燃
え
な
い
ご
み
が
約
書

J
M
d
こ
の
よ
う
に
、
収
集

E量
管

理

1可
決
ま

j

iで
、

整

と

ん

し

て

、

る

も

の

。

収

集

門

出

以

外

は

あ
り
ま
す
。
燃
え
る
ご
み
の
一
日
り
、
小
学
校
の
ブ
ー
ル
一
一
鈎
言
寄
れ
ま
す
が
、
こ
の
ご
み
が
収
捕
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
出
自
然
れ
い
が

1れ
わ
け
・
集
積
所
の
恥
の
家
の
人
が
し
て
出
さ
な
い
で
/

4

で
す
。
自
冶
会
や
燐
り
総
単
位
、
い
る
も
の
e

集
積
所
が
家
の
前
の

ι
4
1
6

あ
る
い
は
近
所
の
人
向
土
で
出
す
た
め
、
だ
れ
も
湾
掃
し
て
く
れ
な
・
ご
み
は
、
収
集
白
の
当
日
朝
八

人
を
確
認
し
合
い
、
管
理
体
制
を
い
の
で
清
掃
し
て
い
る
も
の
。
時
三
十
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ

決
め
れ
ば
、
見
違
え
る
よ
う
に
さ
市
が
集
積
所
の
管
理
体
制
の
な
い
。
収
集
臼
以
外
に
出
す
と
、
野

れ
い
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
か
で
一
番
ょ
い
と
考
ろ
乙
い
る
の
良
犬
や
野
良
猫
の
食
い
荒
ら
し
の

は
、
直
一
回
大
西
や
下
島
第
二
沼
地
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路

の
よ
う
に
瀬
高
制
に
よ
る
も
の
で
が
狭
く
な
る
た
め
、
夜
間
な
ど
っ

す
。
そ
れ
以
外
は
、
特
定
の
市
民
ま
づ
き
の
原
溺
と
な
り
大
変
危
険

です。収
集
B
以
前
に
霞
く
人
は
、
先

に
だ
れ
か
が
鐙
い
て
い
る
た
め
、

心
を
痛
め
ず
に
綬
い
て
い
る
よ
う

で
す
。
最
初
の
人
が
置
か
な
け
れ

ば
か
な
り
妨
け
ま
す
。
収
集
臼
で

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、
必
ず

特
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

割
台
所
の
ご
み
は
袋
に
入
れ
、
ロ

を
結
ん
で
山
出
し
て
く
だ
さ
い
。

咽
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
放
り
投

げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
車
の
な
か

か
ら
放
り
投
げ
る
マ
ナ
ー
の
悪
い

人
も
い
ま
す
。
必
ず
時
間
り
て
、
危

険
の
な
い
よ
う
ま
と
め
て
く
だ
さ

ごみ築機所はみなさんの芋できれいに
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し亙

し
よ
う

市
渓
相
相
談
室
町

ω
i

一
一
内
線
二
九
一
一
一

心
人
権
法
律
椙
説
「
日
付
加
川
(
火
)
、
山
川
4
什
(
火
)

〈
〉
行
政
苦
情
椙
説
戸
日
時
ら
同
時

。
一
般
法
槽
相
談
ロ
ハ
6
什
(
ト
士
、
日
円
H
H
(
火
)

予
約
制
(
屯
マ
サ
川
で
も
吋
)
、
日
時
、
出
向

。
宅
地
撞
物
棺
談
日
け
訂
什
(
火
)
、
日
時
、
同
時

子
約
制
{
屯
ぷ
で
も
司
)

。
登
記
、
供
託
、
測
量
相
談
U
H
M
M
(
金
)
、
日
時

j
6
3

同
時

。
住
宅
椙
談
H
H
却
什
(
火
一
、
日
時
S
同
時

。
定
前
年
童
相
談
日
川
口
日
(
本
)
、
叩
叫
3
日
時

。
一
融
市
民
相
誤
川
口
(
た
だ
し
、
仁
附
什
は
日
叫
ま
で
、

H

附
-

U

悦
什
は
除
く
)

つ
消
費
生
活
相
説
日
川
日
付
(
金
)
、
泣
け
(
本
)
、
日
付
7
什

(
金
て
叩
時

j
j
A
1
2

日
時

。
発
雨
明
帯
軍
特
許
相
談
同
月
3
日
(
什
)
叩
昨
3
日
時

Q
下
鞘
取
引
相
談
日
日
訪
日
(
木
)
、
日
時
却
分
S
M
時

平
塚
市
回
転
車
の
般
閉
山
防
止
に
関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
て
半

年
。
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
通
勤
者
、
通
学
μ
引
の
ご
協
力

に
よ
り
、
放
置
自
転
車
は
一
帰
さ
れ
、
平
塚
駅
前
は
き
れ
い
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
駅
前
広
場
を
出
山
本
一
じ
同
制
裁

し
、
駅
周
辺
の
整
備
を
一
打
っ
た
。
し
か
し
、
駅
前
や
向
山
山
間
な

ど
、
ま
だ
一
部
の
人
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
て
い
る
の
が
羽
状
だ
。
平

塚
市
の
表
玄
関
と
し
て
は
ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
ま
た
、
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
々
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

ご利用を

{
技
能
功
労
者
〕

益
出
問
問
胴
造
さ
ん
は
、
二
十
三

歳
の
と
き
様
浜
の
間
関
康
洋
服
応

へ
奉
公
し
た
の
が
、
洋
叩
順
位
ム
ヰ

業
の
始
ま
り
。
以
後
十
年
間
、

ウ
ー
ル
の
和
服
仕
立
な
ど
も
修

業
し
、
平
塚
で
一
独
立
。
今
年
で

ち
ょ
う
ど
六
十
年
に
な
る
。
今

は
忠
子
さ
ん
が
家
業
を
繰
い
で

い
る
の
で
、
あ
ま
り
伐
ポ
場
へ

は
入
ら
な
い
が
、
急
ぎ
の
と
さ

や
忙
し
い
と
き
は
仕
事
場
に
入

る
と
い
う
。
ま
だ
八
十
三
歳
と

非
常
に
お
一
冗
気
だ
。

警
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
暗
)M

l七
一
一
一
一
一

月
3
金
曜
日
9
時
i
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

帽

拘

役

会

銭

円

ω
i一
一
一
ニ
=
一
一
一
一

。
心
配
ご
と
相
談
毎
週
月
噌
日
(
第
五
を
酷
く
て
日
時
S
日
時

。
母
乎
相
盟
都
議
月
，
、
金
曜
日
、
9
時
3
日
時
却
分

。
輩
議
児
童
相
談
毎
週
月

s金
福
自
、

9
時
S
M時

。
高
齢
者
軸
韓
相
談
毎
週
月
，
、
金
曜
日
、
9
時
四
分
S
M時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

。
者
人
輔
輯
毎
週
火
・
木
曜
日
(
た
だ
し
、
揖
自
の
場
合
は

休
み
て
午
前
日
時
1
日
時



一
一
山
時
か
ら
れ
U

時
鉛
分
ま
で
果
は
次
の
と
お
り
。
一
い
と
い
う
危
険
性
が
あ
る
。
マ
寝
る
前
や
出
掛
け
る
前
に
元
栓

一
マ
場
所
宜
将
司
凶
器
喜
平
一
?
粉
末
消
火
訴
印
刷
出
の
部
一
ガ
ス
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
一
を
確
か
め
る
。

一
一
塚
山
中
高
付
加
)
了
後
勝
臼
産
自
動
車
・
2
位
一
ご
片
山
意
を
。
一
{
〉
使
っ
て
い
な
い
一
見
栓
に
は
ゴ
ム

一
マ
訓
練
対
象
者
高
村
団
地
東
白
一
三
共
・
3
佼
日
産
車
体
一

O
ガ
ス
の
哀
し
い
使
い
方
一
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
る
。

一
治
会
お
よ
び
務
自
治
会
、
消
防
一
マ
粉
末
消
火
器
初
裂
の
郡
一
マ
火
が
つ
い
た
こ
と
を
必
ず
践
で
一
マ
ガ
ス
器
具
は
、
と
き
ど
き
手
入

一
署
、
消
防
団
、
墓
京
ガ
ス
一
・
俊
勝
臼
践
車
体
・

2
位

一

般

か

め

る

。

一

れ

す

る

。

一

一

一

一

一

共

・

3
役
一
ニ
共
化
成
工
業
一
マ
い
つ
も
青
い
炎
で
使
う
。
一
マ
ゴ
ム
管
は
、
と
き
ど
き
点
検
し

一
第
訂
国
消
火
競
マ
量
動
力
ポ
ン
プ
喜
一
マ
ガ
ス
器
具
を
使
用
す
る
と
き
は
一
早
め
に
取
り
脅
え
る
。

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
一
一
月
一
言
ま
で
「
後
で
よ
り
今
が
大
切
火
の
白
さ
を
λ
口
i
ガ

ノ

一

一

技

大

会

の

結

来

十

一

露

日

産

差

-
2
位
一
新
鮮
な
空
気
を
と
り
入
れ
る
。
一
マ
必
ず
専
用
の
費
毒
う
。

昔

、

一

対

象

物

等

が

あ

る

事

業

械

や

危

険

一

一

コ

一

協

化

学

・

3

位

三

菱

樹

脂

一

l
i
l
i
-
-
i
i
l
i
l
i
i
i
l
i
l
i
-
-
i
l
-
-十

に
、
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
る
。
火
器
、
一
瞬
の
一
っ
ち
に
す
べ
て
を
灰
に
し
て
し
ま
う
。
一
物
取
り
数
民
、
震
老
人
差
一
主
主
足
消
防
総
合
訓
練
一
な
お
、
忠
実
患
と
古
里
業
一

:

i

h

こ
れ
か
ら
火
器
発
生
し
や
す
い
震
に
な
る
。
火
気
需
重
量

J
t
i害

。
一
な
ど
の
火
災
予
号
室
去
、
一

Z主
要

競

技

大

皇

室

内

消

火

栓

号

、

喜

一

人

轄

を

春

、

え

よ

う

;

一

f

一
消
防
訓
練
を
実
施
す
る
。
哀
れ
、
再
各
童
話
ら
約
一
優
勝
チ
ー
ム
臼
童
話
油
火
災
一
ノ

Z
J
ニ
ノ

q

d

一J
一
一
一

J
f
f
f
b
p

議
襲
撃
覇
市
内
で
の
火
災
は
、
十
月
末
ま
一
皆
さ
ん
も
、
詩
集
室
れ
一
一
一
一
百
人
が
出
場
し
弓
競
技
喜
一
消
火
の
一
襲
演
技
が
行
わ
れ
た
。
一
回
月

4
汀

1
m
H
は
人
権
週
間

グ

γ
¥

議

欝

義

援

襲

撃

轟

で

に

七

十

二

件

発

生

し

て

い

る

。

一

ず

に

訳

、

火

災

予

防

に

努

め

て

一

…

;

;

で

大

久

保

持

治

(

高

浜

台

?

一
一
一
一
一
騎
鱗
盟
諸
議
ア
ん
訪
日
目
互
い
た
だ
汁
j

一
こ
わ
い
ガ
サ
〈
火
災
/
一
一
軒
目
駐
日
時
一

u
t
j
j
一JF注目立一一

六

一

一

一

一

軒

譲

鍾

鱒

3
u
h
r
h位
以

日

一

M
れ

れ

間

約

制

一

取

り

扱

い

ι十

分

注

意

し

て

一

む

誌

品

目

立

詩

吟

諮

問

見

一

宍

倉

露

ぺ

村

山

以

1

7
J
F
J
一

賓

議

欝

離

職

ぎ

で

は

、

支

え

ろ

に

か

け

た

天

一

一

ガ

ス

に

よ

る

火

災

や

爆

発

言

込

書

を

は

じ

め

、

い

た

る

と

こ

一

有

量

利

と

い

え

る

D

ま

よ

い

一

電

話

ロ

1
m五
O
二

一

電

話

幻

1
0
E一一

¥
翠
謬
署
殺
議
機
齢
麟
麟
盤
作
羽
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
が
臼
な
っ
て
一
秋
の
火
災
予
防
運
動
主
主
否
、
依
然
と
し
て
き
、
そ
の
ほ
一
ろ
で
ガ
ス
が
請
さ
れ
て
い
る
。
石
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
ぉ
ア
大
木
文
子
(
八
重
咲
町

4

7
原
一
雄
(
入
野
一
八
六
一
一
一
)

¥

一

撃

4
1吋

犠

轟

轟

土

増

え

て

い

る

。

一

ち

、

中

高

層

建

築

物

語

義

一

と

ん

ど

は

、

ガ

ス

喜

君

主

一

ガ

語

、

諸

方

法

が

簡

単

、

一

互

い

に

人

権

の

尊

さ

を

自

覚

し

、

一

土

霊

平

一

一

二

六

六

一

君

主

一

五

一

一

十

一

引

額

ぐ

J1rhd藤
麟
盤
、
ぶ
ま
た
驚
火
災
は
主
一
件
一
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
九
一
意
が
富
と
な
っ
て
い
る
。
一
燃
焼
が
完
全
、
禁
容
器
一
他
人
の
一
権
利
毒
さ
な
い
よ

Z
一
言
霊
(
明
石
町
;
)
一
皇
軍
(
夕
陽
ケ
丘
幻

l

i
J欝
監
襲
撃
議
議
譲
二
あ
り
、
全
焼
十
棟
、
半
焼
八
棟
、
一
議
当
日
は
、
消
防
車
?
一
現
在
、
皆
、
ふ
ろ
問
な
ど
一
出
な
い
な
ど

g…
が
あ
る
。

2
3
2
2
0

一

3
i…
0
八

二

日

)

雪

1
六
五
回
0

3
4
響
鱗
鱗
韓
議
離
盟
主
部
分
焼
五
十
六
棟
と
な
っ
て
い
一
ィ
レ
ン
や
余
韻
防
止
付
事
イ
レ
一
の
家
憲
燃
料
語
、
都
市
ガ
ス
一
関
ガ
ス
は
尽
に
見
え
ず
、
一
畳
一
こ
の
人
権
習
に
あ
わ
せ
、
人
一
・
志
村
良
平
(
平
塚
二
八
八
)
一
室
昭
(
馬
入
本
町

M
l思

議

yy
牽
瀦
藤
議
覇
欝
藍
鱗
鱒
却
器
る
。
こ
れ
ら
の
火
器
、
街
語
一
ン
を
鳴
ら
す
の
で
、
火
災
と
お
間
一
率
化
石
泌
ガ
ス
が
使
わ
れ
、
過
一
災
害
が
起
き
る
と
、
大
惨
事
に
な
一
権
法
様
相
務
所
が
関
か
れ
る
。
ぉ
一
喜
子
O
五

二

一

二

喜

子

一

一

五

0
2
一

畿
欝
麟
機
鱗
畿
藤
毅
鋭
機
購
鴎
麟
麟
醐
瞬
時
間
火
穏
や

gE紡
災
組
織
の
皆
さ
ん
一
違
い
の
な
い
よ
う
に
。
一
去
二
十
年
間
の
供
給
誌
は
、
七
倍
一
る
。
そ
し
て
、
条
件
さ
え
一
撃
え
は
一
気
軽
に
ご
相
訟
を
も

r
i
-
-
i
一手

J
i
-
-
i一
日

欝
畿
欝
離
鴻
麟
麟
麟
麟
欝
離
麟
離
れ
い
の
活
動
に
よ
り
、
霊
百
を
最
小
限
守
臼
時
日
月
お
日
(
臼
)
午
前
一
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
ピ
ル
の
一
い
つ
爆
発
し
て
も
不
義
で
は
な
一

7
日

時

背

4
日
(
火
)
午
後
土
九
訣
月
!
良
弘
で
実
施
。
湯
川
会
長
以
下
車
…

議

盤

強

盤

麟

購

誌

に

く

い

止

め

て

い

る

。

一

m
Z
5
5
5
2
S
E
E
m
-
-
5
2
S
E
E
m
-
z
2
E
崎
王
E
冊
=
主
E
由

z王的2喜mz苦即=吉5噌=王mz伺歪=吾E
聞

z-=王叩怠
5佃芸E妄E句苦凶

必
議
綴
鱗
轍
麟
嚇
総
鰯
関
一
舗
繍
麟
輯
醐
麟
鵬

H

花

火

妥

災

予

露

防

運

霊

動

の

量

鍛

富

問

望

中

、

消

翌

一

準

票

が

定

苦

め

ら

主

れ

た

え

。

一

コ

山

引

十

馳

倣

吻

畑

鎗

脚

刈

け

符

九

守

Z花水
富
自
治
雲
品
会
蓄
E言
窃
塁
主
紡
安
災
会
乞

…
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穴騒譲麟羅譲轍欝麟日誌蜘刊開持叫持叩十科討日矧諸川ははd
吟註、恥燃れh匙M脱
盟
山
諮
悶
臼
旦
自
旦
一
究
臨
探
舛
予
髄
粂
醐
鱗
開
、
が
が
唆
一
正
諸
問
l
b
十
時
十
川
一
…
短
調

h

科
医
院
開
…

議

轟

鯖

時

耕

輔

麟

饗

輯

轄

し

い

使

い

方

ιど
、

火

災

予

防

を

一

一

ブ

1
、

ス

ト

ー

ブ

、

簡

易

喜

一

一

)

日

U
V
十

五

人

が

案

。

一

時

官

襲

襲

事

轟

襲

撃

覇

覇

漉

呼

び

掛

け

る

ζ

ま

た

、

震

防

火

一

望

だ

事

鶴

止

装

麓

の

情

聴

務

付

け

な

吉

設

備

蓄

襲

撃

一

;

一

格

納

め

鞍

マ

望

的

自

治

会

防

災

対

策

委

…

一

J
3苦
言

の

警

に

つ

い

て

一

…

第

勺

点

耕

雲

南

口

約

災

会

9

月

三

3
F軍
曹
可
耳
ノ
ァ

i
レ

つ

ま

局

長

一

一

-
-
u
t
l…
火
気
使
用
語
お
よ
び
器
具
を
等
可
燃
材
料
で
仕
上
げ
た
と
き
に
火
を
使
用
す
る
設
備
に
付
属
す
て
く

W

A
事
量
で
露
。
山
本
一

富
士
タ
盟

d

嘉
子
J

Aノ

J
読

経

罫

一

、

1

iト
詳
建
築
物
内
に
設
字
書
:
、
そ
れ
ぞ
れ
宣
言
語
る
煙
突
に
つ
い
て
独
立
し
た
規
定
一
一
割
議
室
だ
よ
り
針
長
、
杉
山
会
長
下
回
一
一
土

一

一

一

判

明

け

出

ぺ

L

門
部
が
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
不
警
警
上
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
が
設
け
ら
れ
、
条
例
で
定
め
る
火
工
最
近
長
野
塁
題
警
五
人
が
参
加
。
…

七

夕

ま

つ

り

童

コ

ン

ク

ー

ル

玉

石

、

み

の

ぐ

ち

省

一

一

一

言

)

一

各

誌

惨

さ

;

と

き

、

ま

た

被

害

ど

、

火

災

予

防

安

全

な

蓄

基

気

電

器

具

に

つ

い

て

襲

の

設

F
2
2の

群
発
地
震
マ
襲
ケ
丘
自
治
会
防
災
会
…

Fわ
れ
、
一
般
の
郊
に
一

2
7完
全

一

号

、

一

{

フ

ァ

ミ

リ

ー

の

部

〕

一

!

掛

野

奨

均

一

震

基

準

喜

に

し

た

。

ご

な

ど

が

発

生

し

て

い

る

。

3
E襲

ケ
丘
雲
所
…

十
六
点
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
一
一
一
聖
書

z
j
iマ

入
選

Z
4
2
7諮
問
忽

v建
前
の
喜
務
に
つ
い
て
一
い
建
立
広
域
的
か
っ
車
長
室
長
以
下
一
一
十
…

E点
の
応
募
が
あ
っ
た
受
(
大
神
)
、
角
谷
す

(
f
官

豆

、

震

R
F宮
下

)

よ

属

議

聖

人

目

入

り

が

余

震

、

主

い

綾

な

す

予

恕

さ

れ

る

た

め

入

が

君

。

査
の
葉
、
入
役
さ
れ
た
方
は
次

r
4
d臨
量

二

一

会

場

、

百

貸

出

、

?

ケ

ッ

ト

な

一

山

家

庭

裂

を

防

災

知

識

や

守

コ

コ

ス

皇

室

袋

三

の

と

お

り

。

〈

敬

称

略

〉

一

γ

p

i

e

-

-

:

ど
紡
火
対
象
物
の
彊
禁
止
場
互
い
震
の
習
得
が
必
要
で
あ
る
。
9
月
初
日
に
八
要
請
で
…

[

一

般

の

都

}

一

平

塚

市

火

災

予

防

条

例

の

一

部

長

に

し

、

警

の

i
J壁

の

皇

防

災

露

2
2
2以

下
一
二
十
五
…

中

最

優

秀

賞

「

七

夕

一

一

一

人

娘

」

越

晶

一

運

止

さ

れ

、

十

一

汀

一

日

か

ら

義

務

付

宅

一

よ

、

防

災

訓

練

実

施

し

て

い

人

が

案

。

v

水

加

代

(

秦

野

市

)

竺

持

さ

れ

る

。

マ

ふ

ろ

が

ま

の

諸

に

つ

い

て

一

る

i完
も
、
初
災
訓
練
が
す
中
原
・
下
宿
毛
自
治
会
初
…

マ

優

秀

賞

安

雪

量

ん

一

今

回

の

改

正

言

語

お

よ

十

二

月

一

日

か

ら

、

新

た

に

設

一

正

る

と

き

は

、

霊

的

に

f
i
f

宅

小

林

岳

湖

(

横

須

賀

市

)

間

一

び

液

体

燃

料

長

川

す

る

総

君

事

る

ふ

ろ

が

ま

に

つ

い

て

は

、

一

一

罪

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

敷

地

内

で

毒

佐

藤

会

長

マ

字

選

(

以

下

車

の

方

の

み

掲

加

一

設

備

に

つ

い

て

の

設

立

さ

Z防
止
の
た
め
の
自
動
燃
焼
一
一
自
主
要
議
院
議
線
下
二
十
五
人
が
案
。

態

章

一

挙

(

代

宮

町

)

齢

一

ど

、

室

長

上

告

書

が

停

止

蓄

が

つ

い

て

い

な

い

も

の

ご

露

状

況

は

次

の

8
0
7下

車

2
5
2

7
入

選

大

空

二

章

、

一

定

め

ら

れ

ぺ

は

蓄

で

き

な

く

な

っ

た

。

了

主

的

自

治

会

紡

災

対

策

委

員

に

望

小

学

校

で

実

施

。

山

中

一

縄

本

高

明

{

一

間

際

)

、

近

藤

昭

之

一

O
主
な
改
正
点

一

会

9
月
日
日
に
月
見
町
公
閥
会
長
以
下
百
人
が
露
。

(

公

所

)

、

み

の

ぐ

ち

省

一

一

一

(

中

マ

燃

焼

器

具

の

殺

何

に

つ

い

て

昭和59家守守持守 58

11 

大清掃のごみの取り扱い
1.ごみは、できるだけその場で燃やすか域

めるようにする 0

1 処理できないごみは、燃えるごみ、燃え
ないごみ、資源ごみに分ける。

動燃えるごみ……枯れ草、小枝、枯れ様、

紙類、|木くず(1，荘inf王30cm以下)

@燃えないごみ， 網入り板ガラス、陶器

。資源ごみ どン頬、金属瓶、紙額、ガ

ラス

3. 清掃しない場所

⑦掴IJi湾の汚泥ゆ排水路の汚泥

11I 

11丹25時{昌}
午 約 8玲から{小雨決行)

当日 lま、午前 7ft寺に花火で予告の

合留をする。

雨天の場合は順延(12月28)
清掃するところ
・自宅付近の道路

・広場、公属、子供の遊び場

.公共の場所

平塚市換イ色濃動翼線本部

電 話23-1111内 線239

とき

523 
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事基存書室九持麟
区な中、 一-
t，-" ~黄の学新

i司で校 111[ 
横一日I~ 、
内九市横大

ほiメヨ昆f
省令

留任E

昭
和
六
十
年
四
月
一
白
に
、
新

設
の
大
隊
小
学
校
と
繍
内
中
学
校

が
隠
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
3

大

原

小

学

校

は

、

農

林

省

果

樹

一

平
塚
市
P
T
A連
絡
協
受
E

で
全
宵
成
綴
織
を
、
さ
ら
に
充
実
さ

は
、
十
舟
二
十
三
日
と
三
十
日
の
せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
一

一
一
同
日
間
に
わ
た
り
、
市
長
や
教
育
か
、
具
体
例
を
混
じ
え
な
が
ら
四
一

長
な
ど
教
育
関
係
者
を
招
い
て
、
時
同
に
わ
た
っ
て
話
し
合
い
が
行
一

?
中
学
校
P
T
A会
長
研
修
会
わ
れ
た
。
市
長
も
、
平
塚
翌
喜
一

を

開

聞

い

た

。

で

こ

の

間

績

に

取

り

組

ま

な

け

れ

一

史
チ
校
P
1
A会
員
研
修
会
は
ば
な
ら
な
い
と
し
、
青
少
年
健
全
了

士
月
二
十
一
一
一
日
、
大
き
な
什
会
問
育
成
の
充
実
や
活
動
の
援
助
を
し
一
一

怒
と
な
っ
て
い
る
校
内
暴
力
在
中
ょ
う
と
答
え
、
ま
た
紹
織
化
さ
れ
一

心
に
、
各
ー
主
校
の
P
T
A会
長
て
い
な
い
忠
子
校
区
は
、
早
く
結
一
…

が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
実
情
を
訴
成
し
て
ほ
し
い
と
長
望
し
た
。
一

ぇ
、
非
行
を
防
止
す
る
に
は
ど
う
小
学
校
P
T
A会
長
研
修
会
は
一
乱

し
た
ら
よ
い
か
真
剣
に
討
議
し
十
月
一
一
一
十
日
、
ふ
れ
あ
い
教
育
を
で

た
。
ま
た
、
中
学
校
区
背
少
年
健
中
心
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

りが交流を深める

ふ
れ
あ
い
数
百
の
一
環
と
し
て

倒
児
と
お
年
得
り
た
ち
の
交
流
会

が
、
浴
幼
般
向
凶
で
山
川
か
れ
た
。

お
年
寄
り
一
一
一
十
人
と
樹
児
じ
ト

人
が
一
絡
に
幼
稚
泌
に
き
て
、
人

形
劇
や
紙
五
川
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
お
手
五
コ
ナ
ー
を
楽
し

み
、
日
収
後
に
花
笠
在
日
以
在
日
削
っ

た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
お
年

脊
り
か
ら
子
供
た
ち
に
「
が
ん
ば

っ
て
」
の
声
綴
が
送
ら
れ
、
引
き

分
け
。
霊
嘉
で
は
、
子
供
た

ち
が
お
年
寄
り
に
教
え
る
な
ど
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
M

州
政
が
み
ら
れ
、

一
口
交
流
を
深
め
な
が
、
つ
長
し
い

け
を
送
っ
た
。

平
塚
球
場
で
は
、
施
設
の
有
効
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
平
田
部
球
場

利
用
を
阿
国
る
た
め
、
受
録
制
度
を
一
(
電
話
幻
二
六
六
)
一
七
十
六
億
三
千
方
向
と
な
っ
た
。

請

し

て

い

る

。

一

広

告

入

り

封

筒

了

で

こ

で

、

震

健

康

護

の

制

マ

登

録

の

同

開

始

一

芸

'

一

度

に

つ

い

て

、

き

己

ん

に

理

解

し

・
大
会
登
録
各
種
大
会
主
催
一
寄
付
者
を
善
集
一
て
い
た
だ
き
、
震
管
理
の
一
助

者
が
登
録
す
る
も
の
一
平
塚
球
場
で
は
、
球
場
の
使
用
一
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
医
療
費

・チ
i
ム
登
緑
大
会
主
催
者
以
一
調
和
控
に
使
う
広
告
入
り
封
筒
の
寄
一
の
額
を
お
知
ら
せ
す
る
。

外
の
団
体
(
チ
i
ム
)
が
登
録
一
付
半
世
を
募
集
す
る
。
一
マ
通
知
の
時
期
江
口
け
お
よ
び
印

す

る

も

の

一

マ

規

格

・

数

試

彦

市

4
号
コ
ニ
一
年
2
月
の
2
g

マ

登

録

の

申

請

一

i
フ
ツ
ブ
(
九
)
ク
リ
ー
ム
色

2
7通
知
の
対
象

7
Rと

ω21

平
球
球
場
鐙
録
申
請
書
を
平
笠
ッ
ク
室
、
広
告
欄
は
勾
リ
×
帥
一
言
童
書
出
し
て
通
知
。

球
場
へ
提
出
す
る
。
申
請
を
認
め
一
戸
以
内
単
色
刷
り
一

た
団
体
に
、
平
塚
球
場
発
時
誌
を

7
1号
封
筒
(
往
信
)
凶
千
一
保
険
料
の
第
四
期
分
を

交
付
す
る
。
登
録
用
語
、
平
塚
一
部
・

2
号
封
筒
(
返
傍
)
六
千
一
国
民
年
金
保
険
料
第
語
(
十

球

場

、

市

役

所

市

民

口

ピ

人

見

一

部

一

月

1
十
一
月
)
の
納
付
期
限
は
、

約
台
体
育
館
に
鍛
え
で
あ
る
。
一
一
v
応
募
資
絡
市
内
に
住
所
を
有
一
十
一
月
一
一
一
十
日
で
あ
る
。

な
お
、
登
録
は
本
久
と
し
、
克
一
す
る
者
一
納
入
通
知
蓄
を
な
く
し
た
方
は

新

の

必

要

は

な

い

。

ロ

月

日

忠

良

一

市

保

険

年

金

諜

年

金

係

(

内

線

一

マ

登

録

資

問

無

料

広

告

原

稿

を

添

十

五

一

)

へ

ご

連

絡

を

。

みなさんの新年の淘負や提言寄募集し

ています。原稿をお寄せください。

事内容新年の抱負(あなたの夢や抱負)

提言(市政に対する提言や意見)

・字数 400字以内

@締め切り 11月 24臼{土)

・応募先 干 254平塚市浅間関J9 1 

平原市金関昔s広報課広報係

離新年号で掲載しますが、希望者が多い

場合は抽選とします。

つ

伎民異動長室は、選挙、就学、関民年金、国民健

膿保険、予防接様、印鑑証明などのもとになる嚢

要なものです。伎所が変わったと吉は必1'14臼以

内に届け出をしてください。

吋 履け出には、その方の氏名、住所、奥勤した年

1 月白、従前の住所等がわかるようにし、本人また

は世帯主等が届け出ることになっています。

x うその届け出をしたり、正当の理由がなく履け

出をおこたった場合は過料が科せられる場合があ

ります。

減額当 市民課市民異動係(電話23-111内綿234)



いろんな種類の個腐は 150J吉韓国の民族舞踊。市民市を華やかにしてくれました「かわいしリ「ょくできてるわJ

初
心
者
向
き
の

社
交
ダ
ン
ス
を

市
民
が
思
い
思
い
の
個
腐
を

出
践
す
る
「
ひ
ら
つ
か
市
民

市
」
は
、
も
う
、
す
っ
か
り
お

な
じ
み
の
催
し
で
す
。

今
年
は
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ

い、

w
e
L
o
v
e
ひ
ら
つ

か
を
テ
ー
マ
に
、
十
月
二
十
八

日
の
日
瀬
田
、
楽
し
く
に
ぎ
や

か
に
開
聞
か
れ
ま
し
た
。

個
屈
の
数
は
百
五
十
。
こ
れ

だ
け
で
も
、
な
か
な
か
の
も
の

で
す
が
、
さ
ら
に
、
パ
レ
!
ド

部
門
、
イ
ベ
ン
ト
部
門
に
分
け

て
籾
ま
れ
た
余
白
は
、
楽
し
さ

満
杯
の
ふ
れ
あ
い
広
場
を
つ
く

り
あ
け
て
い
ま
し
た
。

レ
ポ
!
ト
は
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

後 5時までに児約台体育館内体育霊祭

(電話 31-3060)へ。
こ〉メンバー交換と慰霊曹会務 12月 14

日(金)午後 7時から見附台体育館

2階会議室で憐く。なお、メンパー

交換以後の変更は認めない。また、

設営会識の通知はしない。コースは

一部変更があるためご了承在。

。地区対抗叡伝大会
-と曹 1R6罰{沼)8時 30升出発

・資格① 10月 1日以前から市内に伎

み住民登録のある高校生以上の方。

②チーム編成は体育援興会単位とす

る。監督 1、選手 5、補欠 2、なお、

詳しいことは大会嬰項を。

。実業団駅伝大会
-とき 1 R 13 S(臼)8時 30分出発

.言壁掛①事業所単位で編成する。 10月

1日から引き続き勤務するもの。監

督上選手 S、補欠 2。詳しいこと

は大会要項を。

。メンHー援湖沼 12月 10臼{月}午

-12月は第1， 3月曜日です一

窃aに利用できます。(無料跨放)
開組閣琵 卓球、パドミントン、パスケット、

軟式庭球 {13--16!l朝、パレー(16--20時〉
被各掴震とも、ラケット、シャト!kポーJレは

t必ず各自持事を。(体育曲には用怒してありませ
んけ

11月 19日(汚)午後 1 時~8 誇
12汚3El (月) I! 

12月17El(月) // 
運動のできる服鵠で参加し、 Jりまき用の運動

ぐつを用意してください。〈臨内は土足踏講で

揖当梓曹時電時 31-30印す。〉醜技場内での飲食は禁止です。



{
緑
化
榛
籍
〕
応
葬
作
品
八
否
二

十

九

点

(

敬

称

略

)

マ
最
後
秀
賞
辺
執
が
世
代
緑
化

で
残
そ
う
市
の
歴
史
」
香
川
直
幹

(
江
臨
問
中
3
年
)

マ
優
秀
筑
「
ふ
え
ろ
な
で
し
こ

移動問書館あおぞら号の日韓

域"公民ftu 111丹158 29臼 12月 13f，
※間前起き王E五と由自 111月158 298 12月lJlヨ
※金Il]公民館 111月16日 30日 12月 14臼

ふじみ野出土也集会所 日月 17日 12月 1日 15時

二u註小学校 11月初日 12月 48 18El 

※吉沢公民館 111月20日 12月4段 18日

燦松延小学校 1 11月A 臼 12月 58 19臼

金窃小学校 11月7.2日 12月6臼 20日

※みずほ小学i枝 11月22日 12月6日 20臼

※万田民塚市主主主宅 12月7日 21日

海宝寺 111月27泊四月日目 256

※盛田公民館 III月27日 12月 11日 25日

瀬田村ちびっ子広場 11月288 12月 126 26日

・持帯設時I1J1 13時 30分 -14時四分、※印は 15時 -16

時。ただし、ふじみ野団地接会所は14時 --..-15時。

雨天のときは中止となる。

に
よ
る
底
査
)

マ
監
資
の
対
象
と
し
た
事
項
及
び

範
悶
昭
和
五
十
八
年
度
の
財
務

に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
う
ち
、

予
算
の
執
行
、
収
入
・
支
出
事
務

マ
監
査
の
実
施
期
間
昭
和
五
イ

九
年
八
月
十
一
一
一
円
円
か
ら
向
年
九
月

二
十
白
ま
で
、
及
び
向
四
年
九
月
二

十
六
日

島
一
平
塚
市
駁
査
蚕
員
は
、
監
査
の
一
一
V
監
査
の
手
続
き
平
塚
市
監
査

伽
一
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
し
た
。
一
基
準
に
よ
る
。

m一
マ
監
査
委
員
石
回
成
弘
氏
一
マ
監
迭
の
対
象
と
し
た
翠
守
の
名

釦

一

マ

同

膏

木

一

郎

氏

一

称

及

び

結

祭

矯
一
円
〉
問
問
木
村
勝
治
氏
一

ω
会
計
諌
I
適
疋
に
処
理
さ
れ

鶴
一
〔
監
査
公
表
第
十
七
辱
〕
一
て
い
た
。

い
内
一
マ
監
査
公
表
呂
十
月
十
一
門
口
一

ω
総
務
部
、
福
祉
部
、
環
境
部

マ
数
査
の
種
類
定
期
厳
査

1
お
お
む
ね
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
た
。

小 E見・文学

スニヨンの一生

強眠の人

静かな午後

幕末監獄伝

真説i童山金四郎

さらは愛しき娘よ

喜多遊王国のための音楽

ダ ミ ア ン ズ、私の援物

ユゴーの母ソフィー

ジュヌヴィヱーヴ・ドルマン

ぼくの人IIIJ二子帖 謀本離部

筆の波 子出変光

伊集続大介の皆険 栗本務

挑戦 志茂間最樹

俺 は 秘 密E軒目員 高1]桃沢耕史

護軍縫 a 生活

新 ・鎚f主食百科 主婦と生活字土

お 弁当 100選 手づくり料理の会

ワインの雑学 井上京和

誕の間産づくり 郎永溝

フアツシ見ンニット 呂本ワオーグ

溢車ハイキング 混果樺聾友町会

離 乳矧 を楽しく 大阪保育研究所

宇土金科学・その他

21i!叱紀への確信 スタイン

西欧人名知識事典 E.Cスミスほか

バイオ革命 バイオ21グループ

額際報道の現場から 古車義人

OAむにとがわかる本 別所f査夫

鱒倉(中段史の風車) 永井路子

映函館{コヤ)がはねて 山田洋次

漉跡のひま わ り 中 原 淳 一 林 え り 子

読事ノート 加賀乙彦

被この外にもいろいろ新しい本が沢

-買出室、番考室 9時-16時50分

-こども室火~土曜日 日時-""'16時 四 分

日曜日 9時 -16時50分

合体轄日 毎週月曜日、 11丹238、丹末

合図聾輯マ出油関前12-41暗躍31-0415

古美術教室 f水鶏話題j

野草や花、融属、人物を対象にして、水曜

彊の基礎を学一示。〈申し込み制〉

・朗自 12月 6日-2月四日 持週木曜日

(l2月 27日、 1月 3日を除く〉

鋼時間 18時30分-20時30分

・対象脅年、一般 15人

・材料費実費

・指曙英間軍曹島謹一氏

官 X'MAS84こどもの広場

キャンドルファイヤーとゲ ムと駄のつど

い。(申し込み制)

・日時 12月16日〈日) 13時-15時

・対車小学生 50人

会鍋し鞠の申し込み電話かと来館を。

合体輔自檀遡月曜日 日月24日

会曹世拝金蝿

守剖;曳網禽nz一割懲鱗32-7029

罰百世界に出ることのない聾員づくりの記

揖。

官こども映衡会

@12月16日(日) 10時、 14時 3階ホール

fやさしいライオンj カラー27汁犬に湾

てられたやさしいライオンが、母車しさにサ

ーカスを逃げ出す。ゃなせたかし原作のミェェ

ージカルまんが。

f火事と子馬j カラー22分 足 巴 悪 い 子 高

のシロ培、立てない国ずな由紀大の中へとび

子馬と子供たちの友情を描く。

官明治続本・神奈川地誌

神車川県図書鐸館協会では、明楠読本・神車

川地誌を担割刊行した。一般翁屈では担って

いないむで、直接磁審館へ申し込みを。

・価格 1部 1.800円

会開鯵時間

- 期 間 口 月29日(木)まで

・場所寄贈品コーナー

台体館日 毎溜月曜日、日月23日、月末

女神鞠韓中田連時町12-41曙開33-5111

官映画会

窃1lf318臼(日〉同時、 14時 3階ホール

「帯情j カラ - 1時間42分アカデミー主

闇歌控畳討の哀切目ヒット曲に帯られた永遠

泊費の名作。ウイジアム・ホールデンとジエ

ニファー・ジョーンズが出揮。

窃 12月 9日〈日) 10時、 H時 3階ホール

「英しい中屈を訪ねてj カラー30分万墨

田昌域、参考問、黄山、輩出、盟闘のお仏群、

敦壇など、中国の名勝を紹介する。

「樺器づくりの聾具j カラー42分 日本田

揮れた擢器を桂敢に輯し、伝講させるため、

古体験学童翠 f塁塁E韮率先を作ろうJ
E量産学見鶴を製作し、檀い方を実習する。

，日時 12月22日 (ゴニ) 15時-18時

・場所 博物館科学教室

・申し込み は丹 5日までに住揮はがき E。

多数のときは、抽せんで30入。

官体験主幹事費 fおかざりを作ろうj

正月に玄関などにつ廿るホおかざり、を作

る。

'日時 12月 16日〈臼)日時-15時

・場所 博物鮪科学教室

・申し込み 12月 5日までに控閣はがきで。

多散りときは、抽せんで50入。

τを裳者d呈る会 f秋の主量怒号薬5君J
枇の夜空にある、かすかな究体たち去、博

物館の望遠観を世って毘る。拳加自由。

命日時日月訪日(金) 18時 -20時

g 場所 博物館科学教室

古いろいろなハチの議

アシナガパチやスズメパチは、単を 年 し

か便わない。枇から冬に見られる的は、空っ

ほ由巣であるa 皆さんに寄贈していただいた

ハチ申曜を蝿示し、曜の見方を紹介する。



撞 受 付 午 桂 2時 -2時

輔母子融L若手幡本開・別冊と軍記用

具を持参(3か 11児は本冊のみ〉

r 3ヵ、月L空1
12月 5日 59年 8H1 H~10日生

12月四日 59年 R fjll 日 ~20H .I.t:.

12月26日 591芋 RR21li--31日生

[1識 5か月児]

12月 4日間培 6丹 2日-10日生

12月 11臼 58~手 6JJll 日 -20円生

12月間日 581衣 61121 r:J~3()日生

3離兇]

12月 6日 561ド10111 !子-]0日 '1

12月20日 56年lOf111!J--ZO日生

12月27日 56勾 10)j21打、 31日午

2丹プヲレン

噛付完投 2鵡 6かJI>まての乳幼児

盟会場平塚保問所

輯日間 lzfj 3口、刊日、 17[1

覇時間 !Frlif 9昨--1011.'i30'i}

覇中し込み 1註て f吋家出町市 (32

~(130) へ予約する。できるだけ先

に乳幼児前科教引の~;，~を。

翻受付午前9時30分--10時30分

盟母子髄蹴子棋を持参

・市役所B会u薬害 毎月前 2月曜口

ご保髄センタ 41j.i哩ペド附日

【平埠探瞳所J 抵i ，~32-0130)

輔自時 時過木硝IJノ下地 1Jl手-5時

盟相説方法 屯話ー両措・ 1手紙

瞳会場平時時健所

{予妨撞種に必嬰なもの]

盟舟子手頓

盟問器禁(この""は，必ず家で記入し

て体温を判定してくる)

[予肪按糟を受けられない人]

醒了弔問委開を畳けて 1週間iたってい

ない人e

盟はしか‘ B C G、小児マヒ生ワク

チンは、そhぞ H 4 ;l;Jl/ijO)llll陶をお

かないと受けられない。

盟有熱血行 けいれん性仲間、心臓

血骨系、肝臓または肝臓に民思があ

り、民間3にとめらHている入。

[予防撞撞の時間1
'1 挽 l!!.'j却什から 31L~まで。※印

の会時は"掩 2!Lyヵ、ら 311予まで。
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。
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ン
ベ
ル
成
部
(
内
組
五
O
六
)

ク

氏

、

身

隊

肴

む

受

ι生相
続

一

7

日
月

5
臼
(
水
)
「
文
化
と
汗
?
:

車
マ
講
師
武
結
野
女
子
大
教
関
守
補
聴
器
日
月
日
円
(
木
)
午
前

金

田

一

春

彦

氏

日

時

1
ロ
時

時
的
は
、
い
ず
れ
も
午
後
4
時
時
マ
曜
時
ブ
ロ
ッ
ク
日
月
回
日

分
か
ら
。
金
場
は
、
東
海
大
学
湘
問
(
内
円
)
午
後
Z
時
1
3時

世
帯
。
問
い
合
わ
せ
は
、
東
海
大
学
会
場
は
の
十
場
市
揺
祉
会
館
。
問
い

湘
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
(
電
話
合
わ
せ
は
、
市
樽
祉
時
務
課
更
生
掴

日
目
祉
部
(
内
綿
一
三
一
一
)
へ
。

ご

句

!i!1

2

腎
友
会
の
結
成
総
会

一
一
種
性
腎
不
全
で
血
躍
進
析
を
し
て

図
一
一
い
る
方
の
た
め
、
平
理
市
四
月
十
且
金
の

懇
一
一
結
成
聴
会
が
閣
か
れ
る
。

押
立
マ
臼
時
日
月
四
日
(
日
)
午
桂
Z

蜘
一
一
、
時
四
分

瀬

一

一

守

番

毒

事

室

長

忠
一
一
守
問
い
合
わ
せ
先
市
福
祉
総
務
課

予
一
一
更
生
揃
祉
保
(
内
紳
二
二
…
)

設建倒
問問惜

噌
品水野

多語的競技場と

な
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検

討
の
段
階
で
す
が
、
四
百
れ
の
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
多
扇
的
に
て
い
ま
す
。

全
中
〈
候
型
ト
ラ
ッ
ク
、
芝
生
鱗
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
ま
〈
総
会
公
磁
建
設
事
務
守
〉

装
の
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
キ
考
え
た
、
少
し
で
も
多
く
の
市
民
の

O
市
へ
の
提
唱
古
田
、
要
望
、
苦
情

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

に

使

っ

て

い

た

だ

け

る

等

は

、

市

仏

報

課

広

聴

係

(

内

ご
袋
一
望
の
よ
う
に
ラ
グ
ビ
ー
ょ
う
夜
間
照
明
設
備
わ
検
討
し
線
三
五
五
)
へ
。
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へ

マ
応
募
方
法
二
主
字
以
内
、
本
文

の
ほ
か
月
間
、
噴
目
別
支
出
…
覧
表

を
堺
付
。
告
所
、
氏
名
、
職
業
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
家
計
簿
記
帳
年

数
、
家
旗
一
覧
を
明
記
す
る
。

?
事
担
期
間
四
月
1
日
1
制
雫
2

月
四
日
(
入
選
発
表
は
明
白
中
5
丹
)

門

v
応
募
先
一

Tm惜
別
浜
市
中
区
日
本

大
通
1

神
事
川
県
市
町
村
課
内

葉
川
県
貯
主
義
一
話
会
(
壮
語

。
四
五

1
ニ
O
…
1
一
一
一
一
)

E伝縄ひらつか

平
塚
球
場
が
ほ
ぼ

一
成
し
、
来
春
か
ら

間
開
放
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
球
場
は
野
球
の
み
で

他
の
競
技
は
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。針

盤
で
は
、
西
側
に
陸
上
競

技
場
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
有
効
利
用
を
盛
る
た
め
ラ

グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
に
も

使
用
で
き
、
ま
た
、
社
会
人
も

利
岡
市
で
き
る
よ
う
ナ
イ
タ
ー
施

設
の
あ
る
も
の
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ム
コ
後
、
整
備
を
進
め
る
う
え

で
配
慮
し
て
一
く
だ
さ
い
。

〈
去
戸
沢
安
艦
隊
勇
氏
〉

時
晴
上
続
技
場
の
建

お
答
え
一

一
設
は
、
野
球
場
の
完

成
に
続
い
て
昭
和
六
十
年
度
に

着
工
し
、
六
十
四
年
四
月
オ
ー

ブ
ン
を
自
擦
に
、
現
在
計
爾
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
陸
上
競
技
場
の
具
体
的

県
で
は
、
勤
労
者
文
主
コ
ン
ク

ル
の
作
品
を
蕗
初
出
し
て
い
る
。

マ
相

g
小
説
、
随
京
、
持
、
開

歌
、
柿
局
、
川
冊

門

v
締
め
切
り
日
月
日
け
(
上
)

守
山
仙
耳
先
平
川
情
一
山
市
中
日
日
木

大
通
3

県
労
働
問
祉
w
A
(
氾
話
。

円
五
一
一

O

一

千

)

7
日
時
四
月
0
0

口
(
上
)
午
措

z

b
r
i
4与
O
テ

n
1
4
H
3
J
7
 

7
金
時
県
立
時
人
総
合
セ
ン
タ
!

?
申
し
込
み
先
県
立
的
人
総
合
セ

ン
タ
ー
(
繭
沢
市
江
の
自
・
電
話
。

四
六
六

l
u
l一
一
一
一
一
)

法
務
局
(
畳
記
所
~
へ
土
地
、
建

物
一
専
の
登
記
薄
暗
本
な
ど
を
申
請
さ

れ
る
方
は
、
権
利
持
等
で
地
爵
、
家

庭
脅
号
を
確
認
の
う
え
手
続
き
を
。

な
お
、
年
末
は
窓
口
が
大
変
括
雑

す
る
。
自
平
日
に
中
諦
を
0

.
横
浜
市
地
刀
法
掛
川
平
塚
出
損
所

(
電
話
国
六
五
五
七
)

島

た

た

か

い

¥

川

匂

瞬

時

九
都
折
、
1
醐

僻

称

こ
こ
ろ
/
/
{
弘
糊
敬

守
投
書
福
祉
へ
・
拘
横
馬
子
五
千

円
、
磯
崎
輝
夫
二
千
円

マ
心
身
賄
害
児
者
へ
・
佐
藤
昇
一

五
万
円

甲
車
ま
れ
な
い
子
へ
・
神
田
中
学
校

福
祉
委
員
会
二
万
円

マ
社
合
福
祉
基
金
へ
・
(
株
)
雅
謹

苑
百
四
万
五
千
円
、
諸
橋
駒
次

五
千
円
、
日
本
時
詠
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

神
車
問
支
部
一
一
万
四
千
六
百
悶
十

五
円
、
瀬
戸
泉
蔵
五
千
円
、
高
梨

半
蔵
二
十
万
円
、
西
海
地
自
治
会

六
千
七
百
八
十
四
円
、
別
北
自
治

会
七
千
九
百
三
十
九
円
、
大
畑
自

治
会
一
一
万
九
百
七
十
一
円
、
丸
島

自
治
会
一
万
五
千
百
三
十
八
円
、

ふ
じ
み
野
自
治
会
四
万
六
千
八
百

一
円
、
丸
島
八
組
一
千
九
十
九

円
、
平
埋
マ
マ
さ
ん
パ
レ
i
協
会

一
万
円
、
大
真
土
西
子
供
会
…
万

円
、
鳥
海
掘
一
一
万
円
、
花
水
地

区
南
部
長
寿
会
六
千
六
百
三
十
七

円
、
つ
も
る
金
活
合
間
口
六
十

円
、
山
田
揖
郎
一
千
円
、
神
部
半

議
五
千
円
、
入
山
瀬
自
治
会
一

千
七
百
五
十
九
円
、
中
村
信
五
郎

一
千
円
、
添
削
一
千
九
円
二
十
七

円
、
間
祉
麗
算
金
箱
じ
千
百
一
一
一
十

円
、
白
砂
脊
料
(
株
)
平
理
工
場

況
万
三
子
円
、
花
水
老
人
大
学
問
窓

会
四
千
一
一
J
H
二
f
五
円
、
下
庶
T

什
引
治
会
問
千
四
百
j
瓦
円
、
小

川
好
叶
五
万
円
、
つ
く
し
お
沌
M

家
政
相
制
介
所
一
万
円
、
渋
佐
山
V

五
千
円
、
明
神
せ
い
六

γ
円、

城
品
小
学
校
U
E
T
A
-
万
円
、
内

梨
や
ほ
こ
十
万
円
、
山
本
山
科
医

院
九
千
百
八
!
六
円

金自観音前の金積}IIの流れ(昭和初期)

霞
金白川は名記負う「あばれJI!J 腫畏 14年 (1609)間関}けにも見ら

である。ふだんはきれいな静かな iれないような大きな担〈御所泥ー

流れで、その水は市内の西部から !大堤)にして、これをがっちり止

中部にかけての水田に引かれ、そ !晶、金日間晋出前を過すようにし

の水田を県下有数の良質米産地に i tco (風上記稿、開川京文持)

していたが、大雨になると、たち i 入野顕品から南原の間は、元は

まち濁流と化し、すさまじい勢い !金田地区西部の水田を横断し、入

となって、堤前を破壊し 田畑を j野の東端で鈴111と合流していた。

押し流し、人京に入りこむなど、 i しばしば逝琉したので、支永 3年

存分にその本性を発揮する。! (問6) 入野弔問与の西部を回り

現在の金呂川の慌時は、般って !割り、南原土手で玉川{現世田川)

おけばどこへ流れて行くのかわか ! と合流させた。{風土記稿)

らないものを、世ホによる被害を j 宝永 4年の飛と降砂の流出に

間ぐと共に、より広輯留に水が号 1 i よって、この新川も珂まり、水が

げるようにするという包的から無 !全く遜じなくなったので、南風t

理 や り に 濁 定 し た も の で あ る 。 : 手 か ら 揖 地 区 寄りに慌川ぞ掘って

田路を変えてこの目的に嬬わせ ; ホ を 排 い て いたが、事保 7年

ょうとする計画は、近世以前から ! (山田これを永川とし、時延車

あったようであるが、こり事業が ; 端 で 玉 川 と 合流させることにし

本格的に進められたむは近世に ;た。{風土記輔、府JII京・笹尾京文

入ってからのことである。曹)

しかし、そ申仕措茜など詳細記 i その川下、車方に曲り入った流

鵠は地元に全《聾されていない。 iれ{古花水/!j)町改悟については

工事自主体が幕府にあったためで j既に述べたが、花水掛から印間

あろう。そこで今、新編相模属土 ! 下った所は、急に曲がって大時帯

記稿その地、断片的な記鵠ながら j りを流れていたので、この流れを

これをまとめると、その慨略は扶 i ょくするため寛揺 3年 (1750)現

のごとくであるロ ; 在の所に掘り換えた。(増田家結

南金白描之内の商方は、そのま ! 図)

まにしておけば冊暗から豊田、相 文費 白井弘) 燦おたずね出

島方面に流れていってしまうので ! 市史輔さん時(霊童館 31"';_0429)へa

>64< 

あ
る
も
の
に
思
え
ま
し
た
」

幼
な
い
時
か
ら
葺
し
く
頭
の
よ

い
姉
さ
ん
と
比
べ
ら
れ
し
か
ら
れ

剛
嗣
投
だ
っ
た
櫨
立
は
、
人
と
う
ま
く

i

j
ー
や
れ
ず
阻
独
な
脅
春
時
代
を
活
り

べ
ま
し
た
が
、
誼
女
を
受
け
入
れ
て

1
1

く
れ
る
夫
と
の
間
に
は
幸
せ
な
結

」」
け
リ
婚
生
活
が
続
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

4
4

が
育
児
が
一
段
落
し
、
ま
わ
り
と

の
つ
き
あ
い
が
増
え
仕
事
に
出
て

畏
女
む
こ
と
で
招
誠
に
来
ら
れ
み
る
と
、
人
と
の
関
揺
が
う
ま
〈

た
主
婦
N
さ
ん
は
酋
接
を
聴
け
て
い
か
ず
、
ま
た
吋
自
分
申
ま
わ
り

一
年
半
、
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
が
殺
風
景
」
に
な
っ
て
い
ま
し

で
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
見
つ
け
た
。
前
後
し
て
畏
女
が
問
題
を
出

始
由
、
長
女
も
苅
気
に
な
り
ま
し
し
始
め
、
来
所
す
る
こ
と
に
な
っ

た
o
Nさ
ん
の
話
を
向
い
て
み
ま
た
わ
け
で
す
。

し

よ

う

。

こ

の

よ

う

に

、

子

供

む

こ

と

で

「
私
の
中
に
両
親
を
恨
世
気
持
ち
相
読
に
来
ら
れ
る
方
の
中
に
は
、

が
あ
る
と
気
付
い
た
時
三
戸
一
一
三
-
単
自
分
母
子
供
時
代
の
さ

は
が
く
黙
と
し
、
何
も

'
F
K
J
一
ー
官
胃
再
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ひ
き

予

に

つ

き

喜

ん

で

し

接

持

ア

?

っ

て

い

る

人

が

少

な

た
。
そ
ん
な
時
、
義
一
一
一
一
円

μ
軍
く
あ
り
ま
せ
ん
。
暁
は

i
 

摘
の
う
ち
に
仕
弔
を
も
一
一
一
一

F
b
4門
主
会
て
な
が
ら
子
の

つ
信
州
と
眠
り
合
っ
渉
『
イ
丹
ハ
山
中
に
白
升
の
過
去
を
見

て
生
き
て
き
た
こ
と
に
す
す
司
一

hJd

た
り
夢
を
見
た
り
し
、

ふ
と
気
付
い
た
の
で
す
。
「
マ
イ
親
子
の
む
は
瓦
い
に
開
妙
な
開
閉

べ
?
ス
三
と
思
っ
た
ら
、
う
そ
か
保
つ
亡
い
ま
す
。
朝
が
F
の
問

の
よ
う
に
体
か
ら
刈
が
陣
け
来
に
題
で
間
む
時
、
そ
れ
は
明
日
身
の

な
り
ま
し
た
。
今
ま
て
な
ら
見
向
心
を
比
つ
め
軒
開
す
る
こ
と
の
必

さ
も
し
な
か
っ
た
巾
純
作
業
の
け
裂
な
咋
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
丹

市
い
に
コ
い
た
ら
拡
に
ヒ
ッ
タ
リ
だ
段
下
に
向
か
い
、
「
わ
た
し
」
の

っ
た
ん
で
す
。
日
分
の
小
ん
さ
れ
ね
を
中
に
情
む
「
こ
ど
も
」
の
心
と
か

見
つ
け
て
得
た
今
日
の
柏
村
は
、
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
、
相
に
と

わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、
日
も
制
的
っ
て
も
忠
味
問
い
と
む
い
ま
す
。

政治家や候捕者などの寄付
。巡岱釘程 nrJ15口(木) 9時四分平塚箆

業問問/11112211(木)9時30分 平塚江南高控/

11月27円(火)日時--15時小松電子金問/日月

28日〈水)・ 29円(木) 9時30丹両院高校/12月

3口(丹) 9 H .'j30分~16時 ヨ結構大学/12月 8日

〈士) 10f1子--1St時紅持町舟平前(平塚なでしこ

ライオンズクラブ)/12η10口〈月〉 平 揮 官 学

校/日時~日時情型沖所/12J'j12日(水〉命日日

〈金) 1卵子--15時関西ベイント

政治家や候補者などが選挙区内の人に寄付

す る ことは、法律で禁止されています。

また、有権者が政治家や1呈補者などに、お

祭りや 運 動 会 な ど の 寄 付 を ね だ る と 法 律 違 反

になり ます。

平塚市選挙管理委員会

平塚市明るい選挙捻進協議会

~ご協力ありがとうごさいました~

車時大学346入、古河特殊金属国人、日本エア

フィルタ-54人、 T壇しらさぎライオンズクラブ

217入、平埠fJ.!.j_l業技師高校100入、大江工業77入、

プラステク加入、保障センター(市民曜版の日)

101入、駅北口 108人
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